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１．概要（Summary） 
 がんは日本国民の死因の約 30 %を占め，その多くが

転 移 に 依 る も の で あ る ． 血 中 循 環 が ん 細 胞 
(circulating tumor cells: CTCs) は血液中を流れるが

ん細胞であり，他臓器への転移の主要因といわれてい

る．そのため，CTCs の分離・検出による早期発見は，

効果的な治療や経過観察への応用が期待されている． 
 現在，マイクロフィルタやマイクロポストなどによ

り，細胞サイズの違いを用いた全血からの分離に関す

る研究が行われており，ある程度の分別に成功してい

る．しかし，リンパ球や好中球は腫瘍細胞と類似サイ

ズであるため，分離が難しい．そこで本研究では，サ

イズ分離の次段階の分離法として，誘電特性の差異に

着目した．類似サイズの細胞を分離するため，誘電泳

動 (dielectrophporesis: DEP) を用いたデバイスを開

発し，CTCs の分離を実施した．その結果，腫瘍細胞

と正常細胞の分離を確認した． 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 高速大面積電子線描画装置，マスク・ウエーハ自動現

像装置群 
【実験方法】 
 本研究では，高速大面積電子線描画装置およびマス

ク・ウエーハ自動現像装置群を使用して作成したフォトマ

スクを用いて，ITO 電極パターンの作製を行った．そして，

電極パターンを有する付きガラス板 2 枚を，スペーサーを

介して挟み込み，デバイスを作成した．分離の評価には，

顕微画像を解析して計数することで行った． 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製したデバイスを用いて，腫瘍細胞である A549

と MCF-7 において正常細胞であるリンパ球との分離

実験を行った．A549，MCF-7 は Positive DEP，リン

パ球には DEP が作用しないような周波数を各々設定

した．Figure 1 より，A549，MCF-7 とリンパ球が分

離可能であることを確認した．なお，このときの A549
の分離効率は 80.2 %，MCF-7 の分離効率は 87.6 %で

あった．本結果により，DEP による腫瘍細胞の分離

が可能であることが示された． 
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Figure 1 Cell distribution in spanwise direction using DEP device. 
(a) Separation of A549 from lymphocyte and (b) MCF-7 from 
lymphocyte. 
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